




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作家名 代表作 生年 テビュー 代表的な受賞
澤西祐典 『フラミンゴの村』 1986 2011 すばる文学賞（2011）
森見登美彦 『夜は短し歩けよ乙女』 1979 2003 山本周五郎賞（2006）
谷崎由依 『舞い落ちる村』 1978 2007 文學界新人賞（2007）
万城目 学 『鴨川ホルモー』 1976 2006 ボイルドエッグズ新人賞（2006）
平野啓一郎 『日蝕』 1975 1998 芥川賞（1999）
清涼院流水 『コズミック　世紀末探偵神話』 1974 1996 メフィスト賞（1996）
定金伸治 『ジハード』 1971 1991 ジャンプ小説・ノンフィクション大賞（1991）
麻耶雄嵩 『隻眼の少女』 1969 1991 日本推理作家協会賞（2011）
いしいしんじ 『ぶらんこ乗り』 1966 1994
法月綸太郎 『密閉教室』 1964 1988 日本推理作家協会賞（短編部門）（2002）
我孫子武丸 『殺戮にいたる病』 1962 1989
鈴木隆之 『ポートレイト・イン・ナンバー』 1961 1987 群像新人文学賞（1987）
綾辻行人 『十角館の殺人』 1960 1987 日本推理作家協会賞（1992）
小笠原 慧（岡田尊司）『サバイバー・ミッション』 1960 2000 横溝正史ミステリ大賞奨励賞（1999）
貴志祐介 『黒い家』 『新世界より』 1959 1996 日本 SF 大賞（2008）
森 青花 『BH85』 1958 1999 日本ファンタジーノベル大賞優秀賞（1999）
竹内久美子 『そんなバカな！　遺伝子と神について』1956 1986 講談社科学出版賞（1992）
若島 正 『乱視読者の英米短篇講義』 1952 1988 読売文学賞随筆・紀行賞（2004）
8　第21号◉2012




























次いで多く存在する元素であり、 その酸化物も数 知られている。鉄酸化物は容易に入手可能なことに加えて、比較的 「安定」 かつ 「安全」 であるので、人類は長年にわたり、その多様な特性を使い、鉄酸化物を機能性実用材料として発展させてきた。










ており、 周りに六つ 酸素イオン （
?
??）












































































































































































































































































































































































素イ が八 体構造に配位した位置に価数の異なる鉄イオンが入っているので、より正確には 「逆スピネル型」 の結晶構造である
） 。
同じ酸化鉄でありながら、 ヘマタイ
トは赤色で磁石にはつかないし、 電気も流れない。 一方のマグネタイトは、 黒色であり、磁石にもつき、電気も流れる（図１・２）
。
酸化鉄ヘマタイトの結晶構造

























































の結晶構造や遷移金属イオンの価数、酸素イオンとの配位構造が変化することで、じつに多彩な色や特性を示す。古くから化粧品などの顔料や宝石として用い れてきたほか、 現在では、その電気的な特性や磁気的 特
性を制御して、エレクトロニクス部品としても身の周りで広く使われているのである。
では、 このように多彩で有用な特性
を示す遷移金属酸化物は、自然界でしか作りだせず、 しかも長年にわたる研究で調べ尽くされて、 新しい物質を作りだすことなど、 もはや不可能なのであろうか？
　




















































































































































































張により体積が大きくなる。 ところがこの新物質では、 温度が上がると体積が小さくなっている、つまり「負の熱膨張」 を示すのであ 。
じつは現在、 多くの電子機器におい
て熱膨張を制御する必要性が急激に高まっている。身の周りのスマートフォンやモバイルパソコンを見るとわかるように、 驚くほどの高機能がとてもコンパクトな機器で実現されている。つまり、 小さな機器で多く 電力が消費されるという状況が発生し、 これによ 発熱が構成部品の引き起こし、 もはや機器の動作にかなり深刻な影響を与えるレベルに ってきているのである。
温度が上がっても熱膨張をしない



























































































し照射して、 昇華した を基板の表面に堆積させる手法である。 高真空な条件で物質を昇華するの 、一回のレーザー照射で堆積できる物質の量はそれほど多くはない。
そこで、 基板上に原子が堆積するよ

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































した回数ではありませんね。ＮＡＳＡは当初、スペースシャトルをいわばシャトルバスのように、月一回のペース 三〇〇回ほど往復させる計画でした。でも、みなさんも知っているように、 二度にわた 事故 一四人の飛行士 亡くなっています。 事故原因が明らかにな までは、打ち上げを何年でも中止しますから、結局は一三五回しか上がらなかったのです。
スペースシャトルのミッ
ションを二〇一一年七月で終了した最大の要因は、資金不
足。コスト・パフォーマンスがあまりに 悪すぎ の す
最終的に地上三五〇㎞上空のスペース・ラボまで届けたいの


















































































余談ですが、この「ＨＡＬ」は「ＩＢＭ」 もじり 。アルファベットをひとつ前に繰り上げると ＩはＨ、 ＢはＡ、ＭはＬで、ＨＡＬ。 （笑）
このＨＡＬ９０００が反乱を起こして乗員を次つぎに殺し、




























































て振り回すと、 ボールは遠心力で外に飛び出そう ますが、 そうはさせまいと、ゴムが内側に引っ張る。遠心力と引力と 釣り合っ いれば、ボールは同じスピ ドでぐるぐる回りつづけます。でも、回転を速めると、ゴムが き戻そうと 力よりも遠心力がまさって、ボールはこんなふうに放り出されます。
では、ひもを長くするとどうなるか。さっきより遅い回転速




























































＊2　 アーサ ・ーC・クラー ク 


















度で回っているかぎり、 軌道の内側 も外側にも外 ません。 軌道上にある「やじろべえ」を想像してください。軌道上に重心を保ちながら、地球側に向かって両手を少しずつ延ばせば、つかは地球 手が届くはずです。むろん、バランスを保つには、遠心力が働く軌道の外側にも同様に腕 延ば か、重りをつける必要があります。これが、アルツターノフやアイザックが発表した宇宙エレベータの基本構想です。
4
宇宙エレベータが実現すれば、 たくさんの利点があります。 ひ
とつは動力です。地上から静止軌道までの昇りは別として 降りは地球の引力を利用すれば、エネルギー・レスです。もうひとつは、宇宙船の打ち上げです。 の外側には遠心力が働いていますから、エレベータで宇宙船を静止軌道まで運び上げさえすれば あとは外側に向かって飛んでゆく。大気圏 ら脱出するのに、ロケット噴射 使わずに むのです。
5
でも、よく考えると、宇宙エレベータの実現には大問題があ














































































































レーン車で一〇〇ｍ 高さまでケーブルを張って、なるべくエネルギー消費を抑えて上昇できるエレベータをつくった人が優勝です。三万五八〇 ㎞を行き来するのに、途中でたびたび止まっていたのでは役にたちませんからね。 ザー光線の光圧で運び上げることができると発表した人もいます。
宇宙エレベータが実現すれば、私一人を肉の塊として運び上



















































































































































































































































































































































































































































埋も れ た遺跡 は
 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































作品を手がかりに、鳴滝窯、二条丁子屋町時代あるいは聖護院窯で生産された作品、 初代と二代の作品とを識別しようとする研究も蓄積されてきたが、 聖護院窯の実態がいまひとつはっきりしなかったために、十分な合意 得るところ はなっていなかった。
キ ャ ン パ ス の 拡張と充実が
 

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「新たな世界」に夢中 に な る
と
に
か
く
?
若
気
の
至
り
?
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
後
、
私
はリ
コ
ー
ダ
ー
に
出会
っ
た
。
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
楽
器
に
す
ぐ
夢
中
に
な
っ
た
。
専
門
家
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
は
じ
め
、
卒
業
し
た
あ
と
も
音
楽
の
道
を
目
指
した
。
そ
し
て
、
か
な
り
の
時
間
は
か
か
り
は
し
た
が
、
曲
が
り
な
り
に
も
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
家
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
は
、
ふ
とし
た
機
会
に
作
り
は
じ
め
た
ス
ト
ロ
ー
楽
器
に
も
熱
中
し
、
工
夫
を
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
〇
年
以
上
も
経
っ
た
頃
に
、
こ
の
楽
器
は
不
思
議
な
発
展
を
遂
げ
、
奇
想
天
外
な
世
界
が
拡
が
り
始
め
た
。
そ
れ
以
来
、
リ
コ
ー
ダ
ー
よ
り
も
ス
ト
ロ
ー
楽
器
で
の
演
奏
機
会
が
多
く
な
り
、
い
ま
で
は
日
本
で
た
っ
た
一
人
の?
ス
ト
ロ
ー
奏
者
?と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
音
楽
家
に
な
る
た
め
に
ず
い
ぶ
ん
遠
回
り
を
し
て
き
た
が
、
か
え
っ
て
そ
れ
が
よ
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
音
楽
的
な
要
素
に
、理
学
部
で
の
理
科
的
な
考
え
方
、
さら
に
は
学
生
時
代
の
雑
多
な
経
験
な
ど
、
異
質
な
も
の
同
士
が
結
び
つ
い
た
か
ら
こ
そ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
世
界
が
誕
生
し
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。
自作の?ストロー楽器?の数かず。たいてい
は楽器ごとに演奏する曲目が決まっている。
複数のストロー笛を同時に奏でてハーモ
ニーを生み出すものや、楽曲に合わせてゆ
かいな動きをするものが多い。たとえば、
?シャボン玉?用の笛は演奏中にストローの
先からシャボン玉が飛び出し、?かたつむ
り?用の笛は、演奏の最後に２本のツノが
ピュッと伸びるといった具合である
２本の笛を組み合わ
せて?かえるの合唱?
を輪奏するしかけに
